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 ▽人口 1,979人 （ 1 人増）

　  男  995人 （ 2 人減）

　  女  984人 （ 3 人増）

 ▽世帯 866世帯 （ 1世帯減）
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『
福
祉
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
る
』

　

12 
月
８
日
（
土
）
生
き
が
い
健

康
セ
ン
タ
ー
で
福
祉
バ
ザ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
た
い
焼
き
や
焼
き

そ
ば
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、

数
多
く
の
出
店
が
並
び
、
そ
れ
を

目
当
て
に
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
子
供
た
ち
の
お

目
当
て
は
、
お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー

で
し
た
。
首
か
ら
掛
け
た
お
気
に

入
り
の
財
布
か
ら
お
金
を
取
り
出

し
、
買
い
求
め
る
姿
が
と
て
も
か

わ
い
ら
し
く
印
象
的
で
し
た
。

『
子
供
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
行
わ

れ
る
』

　

12 
月
12 
日
（
水
）
生
き
が
い
健

康
セ
ン
タ
ー
で
子
供
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
持
っ
て
会
場
に

現
れ
る
と
泣
い
て

し
ま
う
子
供
も
い

ま
し
た
が
、最
後
に

は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
と
仲
良
く
ダ
ン

ス
を
し
た
り
、歌

を
歌
っ
た
り
と
、

楽
し
い
思
い
出
が

た
く
さ
ん
で
き
た

こ
と
と
思
い
ま

す
。

『
保
育
園
で
餅
つ
き
会
が
行
わ

れ
る
』

　

12 
月
13 
日
（
木
）
保
育
園
で
餅

つ
き
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
つ
き

た
て
の
お
餅
は
大
人
気
で
、
ほ
と

ん
ど
の
園
児
が
何
度
も
お
餅
の
お

か
わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ほ
し
組
の
園
児
た
ち
は

餅
つ
き
を
体
験
し
、
想
像
よ
り
重

い
杵
に
驚
き
な
が
ら
も
楽
し
み
な

が
ら
お
餅
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。

『
保
育
園
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
が

行
わ
れ
る
』

　

12 
月
21 
日
（
金
）
保
育
園
で
ク

リ
ス
マ
ス
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
特
別
メ

ニ
ュ
ー
の
給
食
や
お
菓
子
の
オ
ー

ド
ブ
ル
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
な

ど
、
大
好
き
な
食
べ
物
に
園
児
の

食
欲
も
旺
盛
で
、
あ
っ
と
い
う
間

に
食
べ
き
っ
て
し
ま
う
姿
に
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。

『
武
道
納
め
会
が
行
わ
れ
る
』

　

12 
月
23
日
（
日
）
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー
体
育
館
で
武
道
納
め
会
と

昇
級
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
日
頃
か
ら
一
生
懸
命

に
練
習
を
重
ね
て
い
る
姿
が
伺
え

る
白
熱
し
た
試
合
と
な
り
、
取
材

を
し
な
が
ら
も
思
わ
ず
声
を
出
し

て
し
ま
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

『
神
津
島
村
ス
キ
ー
教
室
が

行
わ
れ
る
』

　

12 
月
27
日（
木
）か
ら
30
日（
日
）

に
か
け
て
、長
野
県
栄
村
で
ス
キ
ー

教
室
が
行
わ
れ
、小
学
生
８
名
中
学

生
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
普
段
、

降
り
積
も
る
雪
を
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
子
供
た
ち
に
は
、と
て
も
貴

重
な
経
験
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
ス
キ
ー
経

験
の
な
い
子
供
も
い
た
の
で
す
が
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
指
導
の

も
と
、
す
ぐ
に

滑
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

『
乗
り
初
め
が
行
わ
れ
る
』

　

１
月
２
日（
水
）三
浦
漁
港
で
恒

例
の
乗
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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今
年
も
船
か
ら
お
菓
子
や
お
捻ひ

ね

り
が
ま
か
れ
、
拾
っ
た
お
菓
子
で

い
っ
ぱ
い
と
な
っ
た
袋
を
重
た
そ

う
に
抱
え
る
子
供
を
た
く
さ
ん
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

『
凧
あ
げ
大
会
が
行
わ
れ
る
』

　

１
月
２
日
（
水
）よ
た
ね
広
場
で

凧
あ
げ
大
会
が
行
わ
れ
、
１
０
０

名
ほ
ど
の
子
供
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

よ
た
ね
広
場
に
は
、
強
風
が
吹

い
て
い
ま
し
た
が
、
凧
あ
げ
に
は

好
条
件
だ
っ
た
の
か
、
多
く
の
凧

が
空
高
く
飛
び
交
い
、
子
供
た
ち

も
十
分
楽
し
め
た
と
思
い
ま
す
。

『
第
57
回
成
人
式
が
行
わ
れ
る
』

　

１
月
３
日
（
木
）
生
き
が
い
健

康
セ
ン
タ
ー
で
第
57
回
成
人
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
男
性

８
名
女
性
17
名
、
計
25
名
が
成
人

式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

成
人
式
に
は
、
艶あ

で

や
か
な
振
袖

や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人

が
同
級
生
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。
成
人

者
は
、
ど
こ
か
誇
ら
し
げ
で
、
希

望
に
満
ち
た
大
人
の
顔
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

〈
男
性
〉

石
野
田
光
（
金
五
郎
隠
居
）

石
野
田
航
輝
（
清
太
郎
）

川
島
圭
貴
（
匡
順
）

浜
川
文
祥
（
才
周
）

福
地
優
太
（
恵
一
）

前
田
一
樹
（
市
平
）

森
川
将
汰
（
森
川
屋
）

山
岸　

諒
（
義
光
）

〈
女
性
〉

石
田
麻
希
（
重
次
）

石
野
田
悠
（
す
み
れ
丸
）

上
原　

萌
（
上
原
）

梅
田
綾
佳
（
幸
進
丸
）

貝
田
和
美
（
美
佐
江
）

櫻
井　

幸
（
勘
徳
丸
）

佐
藤
夏
紀
（
忠
造
）

清
水
智
里
（
高
松
）

清
水
奈
緒
美
（
徳
左
）

清
水
萌
菜
海
（
知
佐
代
）

鈴
木
真
子
（
す
し
や
）

中
村
沙
織
（
中
豊
）

長
谷
川
舞
（
功
夫
）

前
田
恵
美
（
清
光
丸
）

松
江
梨
加
（
松
盛
丸
）

宮
川　

楓
（
文
子
）

宮
川
梨
湖
（
平
兵
エ
）（

敬
称
略
）

『
小
学
校
で
書
き
初
め
会
が

行
わ
れ
る
』

　

１
月
９
日
（
水
）
小
学
校
で
書
き

初
め
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
・
２

年
生
は
教
室
で
鉛
筆
を
、
３
年
生

か
ら
６
年
生
は
体
育
館
で
筆
を

使
っ
て
書
き
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
冬
休
み
に
練

習
を
重
ね
た
児
童
も
い
る
よ
う
で
、

集
中
し
て
筆
を
走
ら
せ
る
児
童
が

数
多
く
、
１
０
０
人
近
く
い
る
は

ず
の
体
育
館
は
、
物
音
ひ
と
つ
せ

ず
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

『
確
定
申
告
は
お
早
め
に
』

　

土
・
日
曜
日
を
除
く
２
月
18 
日

（
月
）
か
ら
３
月
15 
日
（
木
）
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
役
場

に
お
い
て
所
得
税
の
確
定
申
告
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

申
告
期
限
が
近
づ
き
ま
す
と
受

付
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

早
め
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w
.nta.go.jp

）

　
「
所
得
税
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
書
の
作
成
が

で
き
ま
す
（
所
得
税
確
定
申
告
書
、

決
算
書
、
収
支
内
訳
書
、
消
費
税

確
定
申
告
書
、
贈
与
税
申
告
書
）。

　

贈
与
税
の
申
告
書
は
、
該
当
者

で
あ
っ
て
も
税
務
署
か
ら
の
送
付

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
無
申
告
に

な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た

確
定
申
告
書
は
、
そ
の
ま
ま
提
出

で
き
ま
す
。

●
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

直
接
申
告
で
き
る
「e-T

ax

」
電

子
申
告
が
便
利
で
す
。

　

本
人
の
電
子
署
名
及
び
そ
の
電

子
署
名
に
係
る
電
子
証
明
書
を
付

し
て
所
得
税
の
確
定
申
告
を

e-T
ax

で
行
う
と
、
最
高
三
千
円

の
所
得
税
の
税
額
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が
必
要
な
方

●
事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
の
あ

る
方
な
ど
で
、
24
年
中
の
所
得

金
額
が
、
扶
養
・
配
偶
者
・
基

礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合

計
額
を
超
え
る
方

●
給
与
所
得
者
で
、
次
の
要
件
に

該
当
す
る
方

①
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が

20
万
円
を
超
え
る
方

②
給
与
を
２
ヶ
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
る
方
で
年
末
調
整
を

さ
れ
な
か
っ
た
方

③
24
年
中
の
給
与
収
入
が

　

２
，０
０
０
万
円
を
超
え
る
方

●
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の

み
の
方
で
、
24
年
中
の
所
得
金

額
が
、
扶
養
・
配
偶
者
・
基
礎

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計

額
を
超
え
る
方

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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た
だ
し
、
公
的
年
金
等
の
収

入
金
額
が
４
０
０
万
以
下
で
あ

り
、
か
つ
公
的
年
金
等
に
係
る

雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
申

告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
譲
渡
所
得
が
あ
る
方
（
24
年
中

に
土
地
や
建
物
な
ど
の
不
動
産

を
売
却
し
た
方
）

　

譲
渡
申
告
は
必
ず
税
務
署
に

よ
る
出
張
相
談
日
に
お
願
い
し

ま
す
。

※
昨
年
と
変
わ
っ
た
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
（
広
報
こ
う
づ
１
月
号

掲
載
〜
生
命
保
険
料
控
除
の
改
組

〜
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
芝
税

務
署
も
し
く
は
役
場
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

医
療
控
除
に
つ
い
て

　

本
人
及
び
生
計
を
一
に
す
る
親

族
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
、

次
の
算
式
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金

額
を
所
得
金
額
よ
り
差
し
引
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

｛
平
成
24
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費

の
総
額
―
保
険
金
な
ど
の
補
て
ん

金
額
｝―｛
所
得
金
額
×
５
％（
10 
万

円
を
超
え
る
場
合
は
10 
万
円
）｝＝

医
療
費
控
除
額

　

医
療
費
控
除
の
適
用
の
範
囲
は
、

お
も
に
次
に
掲
げ
る
も
の
と
な
り

ま
す
。

①
医
師
に
よ
る
診
療
ま
た
は
治
療

（
人
間
ド
ッ
ク
等
の
健
康
診
断
費

用
は
適
用
外
）

②
治
療
ま
た
は
療
養
に
必
要
な
医

薬
品
の
購
入
（
疾
病
予
防
ま
た

は
健
康
増
進
の
た
め
の
医
薬
品

の
購
入
費
用
は
適
用
外
）

③
治
療
の
た
め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

針
灸
、柔
道
整
復
師
に
よ
る
施
術

④
医
療
用
器
具
等
の
購
入
、賃
借
料

⑤
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
自
己
負

担
額
の
う
ち
、医
療
費
控
除
対
象

金
額
と
な
る
も
の
（
控
除
金
額

が
記
載
さ
れ
た
領
収
書
が
必
要
）

⑤
診
療
を
受
け
る
た
め
の
通
院
交

通
費

　

船
舶
・
航
空
機
の
交
通
費
に

つ
い
て
は
領
収
書
に
よ
り
支
払

い
確
認
を
し
ま
す
が
、
領
収
書

が
な
い
場
合
は
、
最
低
限
の
料

金
（
船
舶
２
等
の
島
民
割
引
額
）

で
算
定
し
ま
す
。（
宿
泊
費
は
適

用
外
）

贈
与
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

24
年
中
に
個
人
か
ら
土
地
・
建

物
・
現
金
・
預
貯
金
な
ど
年
間

１
１
０
万
円
を
超
え
る
財
産
の
贈

与
を
受
け
た
方
は
贈
与
税
の
申
告

が
必
要
で
す
。

消
費
税
の
申
告
に
つ
い
て

○
基
準
期
間
（
前
々
年
分
）
の
課

税
売
上
高
が
１
，０
０
０
万
円
を

超
え
る
事
業
者
は
、
平
成
25
年

４
月
１
日
ま
で
に
消
費
税
の
確

定
申
告
と
納
税
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

○
平
成
24
年
で
税
込
売
上
高
が

１
，０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る

方
は
、
新
た
に
課
税
事
業
者
に

な
る
場
合
は
「
消
費
税
課
税
事

業
者
届
出
書
」
の
提
出
を
速
や

か
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

『
税
務
署
の
確
定
申
告
出
張

相
談
に
つ
い
て
』

　

次
の
日
程
で
出
張
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
申
告
に
必
要
な
書

類
を
ご
持
参
の
う
え
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

・
２
月
12 
日
（
火
）

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

 

・
２
月
13 
日
（
水
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

 
・
２
月
14 
日
（
木
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時

『
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
』

　

平
成
24
年
度
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
に
よ
る
助
成
金
を
受

け
、
生
き
が
い
健
康
セ
ン
タ
ー
に

健
康
器
具
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
シ

ン
」
を
新
た
に
模
様
替
え
し
、
導

入
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
と
健

全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
健

康
増
進
・
維
持
を
図
り
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
の
場
と
し
て
お
役

立
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

村営バス時刻表（平成25年2月1日～平成25年4月7日まで）
 神津島港～赤崎（温泉保養センター経由） 神津島港～多幸湾（神津島空港経由）

10:24

（ Ｂ Ｏ Ｄ ）

（ Ｃ Ｏ Ｄ ）

（ Ｓ Ｓ ）

大 腸 菌 群 数

水 質 分 析 項 目 神津島村放流水質 水質汚濁防止法排水基準

４ｍｇ／Ｉ化学的酸素要求量

浮 遊 物 質 量

神津島地区農業集落排水処理場放流水質分析結果【平成２5年１月分】

１未満ｍｇ／Ｉ

生物化学的酸素要求量 ４０ｍｇ／Ｉ

４０ｍｇ／Ｉ

８０ｍｇ／Ｉ

　上記の分析結果から水質汚濁防止法排水基準と比較すると数値が下まわっておりますので、
外部への影響及び海洋生物への影響はないと考えております。
　今後も引き続き放流水について分析を実施し、随時、村民の皆様へお知らせ致します。

10以下個／m3 3,000個／m3

（日間平均）

１ｍｇ／Ｉ
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年
金
に
か
か
る
税
金
に
つ
い
て

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
の

雑
所
得
と
し
て
所
得
税
が
か
か
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

65
歳
未
満
の
方
で
そ
の
年
の
支

払
額
が
１
０
８
万
円
以
上
の
方
や
、

65
歳
以
上
の
方
で
１
５
８
万
円
以

上
の
方
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て

所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。（
こ
の
年

金
額
よ
り
少
な
い
方
は
源
泉
徴
収

さ
れ
ま
せ
ん
。）年
金
に
課
税
さ
れ
る

所
得
税
は
、
各
支
払
月
に
支
払
わ

れ
る
額
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

老
齢
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
に
は
、
１
月
下
旬
に
前
年
分
の

「
源
泉
徴
収
票
」
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
確
定
申
告
等
の
際
に
税
務

署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
源

泉
徴
収
票
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年

金
受
給
権
者
死
亡
届
を
提
出
さ
れ

た
ご
遺
族
の
方
に
対
し
、
お
よ
そ

２
ヵ
月
程
度
で
源
泉
徴
収
票
（
準

確
定
申
告
用
）
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

●
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

●
０
５
０
ま
た
は
０
７
０
か
ら

始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な
る
場

合
は
、

　

☎
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５

受
付
時
間

月
曜
日
：

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

火
〜
金
曜
日
：

　

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　

〜
午
後
５
時
15 
分

第
２
土
曜
日
：

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌

日
以
降
の
開
所
日
初
日
に
午
後

７
時
ま
で
。

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、

12 
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

復
興
特
別
所
得
税
の
課
税
が

始
ま
り
ま
す

　

平
成
23
年
12 
月
に
公
布
さ
れ
た

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た

め
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必

要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別

措
置
法
（
復
興
財
源
確
保
法
）」
に

よ
り
、
平
成
25
年
２
月
に
支
払
わ

れ
る
老
齢
年
金
か
ら
、
復
興
特
別

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

復
興
特
別
所
得
税
は
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
と
併
せ
て
行
わ
れ
、
そ

の
税
額
は
所
得
税
額
の
２
・
１
％
相

当
の
額
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
25
年
２
月
に

お
支
払
い
す
る
年
金
か
ら
、
受
取

額
が
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
２

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
「
年
金
振

込
通
知
書
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
気
に
な
る
年
金
記
録
、
再
確

認
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
始

し
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
年
金
記

録
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
こ
れ

ま
で
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
な
ど

を
お
送
り
し
、
ご
確
認
を
お
願
い

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
ま
だ
持
ち
主
が
分
か
ら
な
い
記

録
が
多
数
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に
「
も
れ
」

や
「
誤
り
」
が
あ
る
の
で
は
と
ご

心
配
の
あ
る
方
は
、
ご
確
認
い
た

だ
き
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
等

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

年
金
記
録
問
題
の
解
決
に
つ
い

て
、
い
ま
一
度
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
お
支
払
い

い
た
だ
け
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
が
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
納
付
で
き
ま
す
。

　

ご
希
望
の
場
合
は
「
国
民
年
金

保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

（
変
更
）
申
出
書
」
を
年
金
事
務
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
お
支
払

い
い
た
だ
け
る
保
険
料
は
「
定
額

保
険
料
」
及
び
「
付
加
保
険
料
込

み
の
定
額
保
険
料
」
で
す
。
過
去

の
未
払
い
分
及
び
保
険
料
の
一
部

を
免
除
さ
れ
て
い
る
場
合
は
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
毎
月
払
い

（
毎
月
の
保
険
料
を
当
月
末
に
立

替
）
に
は
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
年
前
納
及
び
半
年
前
納
の
割
引

額
は
、
現
金
で
納
付
す
る
場
合
と

同
様
で
す
。

　

な
お
、
カ
ー
ド
会
社
へ
の
お
支

払
い
回
数
は
一
回
払
い
の
み
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
年
金
事

務
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１

年
前
納
、
及
び
４
月
か
ら
９
月
ま

で
の
６
か
月
前
納
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
２
月
末
ま
で
に
お
申
込

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

便
利
・
安
心
・
確
実
な
口
座

振
替
で
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
忙
し
く
て

･･･

」、「
つ
い
、
う
っ
か
り･･･

」

と
い
っ
た
理
由
で
も
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の
と
き

の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
は
、
便
利
で
安
心
、
確
実

な
口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
全
国
の
銀
行
・

郵
便
局
・
農
協
・
漁
協
・
信
用
金
庫
・

信
用
組
合
・
労
働
金
庫
で
利
用
で

き
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
は
、
年

金
事
務
所
や
金
融
機
関
に
備
え
付

け
の
申
出
書
に
必
要
な
事
項
を
記

入
し
て
、
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ

る
金
融
機
関
等
の
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

 
国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

 
国
民
年
金
の
お
知
ら
せ
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☆
眼
科
専
門
診
療
の
お
知
ら
せ

診
療
日
時　

　

３
月
９
日
（
土
）
午
後

 　
　

〜
10 
日
（
日
）

申
込
み

　

２
月
19 
日
（
火
）

 　
　

〜
22
日
（
金
）

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
‐
０
０
１
０

　

申
込
み
に
よ
る
予
約
診
療
で
す
。

　

受
診
当
日
は
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

☆
リ
ハ
ビ
リ
指
導
の
お
知
ら
せ

実
施
日　

２
月
２
日
（
土
）

　

理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
指
導

を
行
い
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
家
で
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
安
全
な
運
動
の
仕
方
、

車
椅
子
、
ベ
ッ
ド
へ
の
移
乗
の
仕
方
。

　

負
担
の
か
か
ら
な
い
介
護
方
法
等
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　

指
導
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
心
療
内
科
・
精
神
科
専
門
医
に
よ
る

診
療
・
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ

　

３
月
に
実
施
予
定
で
す
。

　

日
程
が
決
ま
り
次
第
、
文
字
放
送
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
神
津
島
の
特
産
物
を
使
っ
た
料
理
教

室
（
食
育
事
業
）

　

平
成
24
年
12 
月
19 
日
に
島
の
特
産
物

を
使
っ
た
料
理
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

是
非
、
皆
様
も
島
の
魚
介
類
を
使
っ

て
お
試
し
く
だ
さ
い
。

講
師

　

レ
ス
ト
ン
ラ
ン
・
シ
エ
ス
タ

　

谷 

勝
元
さ
ん

献
立　

　

魚
介
類
の
パ
ス
タ　

　
　
　
　
　

ペ
ス
カ
ト
ー
レ

　

め
だ
い
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ

　

グ
リ
ー
ン
サ
ラ
ダ
（
和
風
）

パ
ス
タ
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

材
料　

　

伊
勢
海
老
・
赤
い
か
な
ど
の
魚
介
類
適
量

　

パ
ス
タ
１
人
前
80
ｇ
〜
１
０
０
ｇ

　

に
ん
に
く
・
赤
唐
辛
子

　

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
・
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
・

　

白
ワ
イ
ン
・
塩
・
こ
し
ょ
う
・
パ
セ
リ

①
赤
い
か
・
伊
勢
海
老
は
そ
れ
ぞ
れ
カ
ッ

ト
す
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、
に

ん
に
く
を
入
れ
火
に
か
け
る
。
香
り

が
出
て
き
た
ら
赤
唐
辛
子
を
入
れ
る
。

③
伊
勢
海
老
を
入
れ
、
炒
め
、
火
が
通
っ

て
き
た
ら
赤
い
か
を
入
れ
白
ワ
イ
ン

を
入
れ
る
。

④
少
し
煮
つ
め
た
ら
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
を

入
れ
る
。

　

泫
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
の
作
り
方
は
別
参
照

⑤
パ
ス
タ
を
茹
で
る
。（
パ
ス
タ
を
茹
で
る 

際
は
水
の
量
に
対
し
て
１
％
の
塩
分
）

⑥
煮
つ
め
た
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
は
茹
で
汁

で
軽
く
の
ば
し
茹
で
あ
が
っ
た
パ
ス

タ
を
入
れ
、
塩
・
こ
し
ょ
う
で
味
を

と
と
の
え
る
。
最
後
に
パ
セ
リ
を
ふ

り
か
け
る
。

※
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
の
作
り
方

　

ト
マ
ト
の
ホ
ー
ル
缶
１
個（
生
で
も
可
）

　

玉
ね
ぎ 

大
１
個　

　

に
ん
に
く 

１
か
け

　
（
ロ
ー
リ
エ
１
枚
・
タ
イ
ム
オ
レ
ガ
ノ
・ 

　

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
バ
ジ
ル
）

　

塩
・
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

①
鍋
に
玉
ね
ぎ
、
ロ
ー
リ
エ
、
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
（
大
さ
じ
２
）
を
入
れ
て

か
ら
火
に
か
け
、
玉
ね
ぎ
の
甘
み
を

し
っ
か
り
出
し
、
ホ
ー
ル
ト
マ
ト
と

残
り
の
香
草
を
入
れ
る
。

②
別
の
鍋
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
（
大
さ

じ
２
）
と
に
ん
に
く
の
み
じ
ん
切
り

を
入
れ
、
火
に
か
け
、
少
し
色
づ
き

香
り
が
出
た
ら
ト
マ
ト
の
鍋
に
移
し
、

時
々
木
べ
ら
な
ど
で
つ
ぶ
し
な
が
ら

煮
込
ん
で
い
く
。

　
　

最
後
に
軽
く
塩
を
入
れ
て
味
を
調

整
す
る
。

※
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
は
、
魚
や
肉
の
ソ

テ
ー
・
揚
げ
物
の
ソ
ー
ス
と
し
て
も
ご

利
用
に
な
れ
ま
す
。

※
献
立
レ
シ
ピ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

☆『
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
』

　『
お
誕
生
お
め
で
と
う
』　

石
田
彩
羽
（
あ
や
ね
）
ち
ゃ
ん

　

平
成
24
年
11
月
29
日
生
ま
れ

　

父　

瞬
・
母　

和
余　

 

石
野
田
晟
那
（
せ
な
）
く
ん

　

平
成
24
年
12
月
10
日
生
ま
れ

　

父　

和
紀
・
母　

奈
里

　

屋
号　

喜
平

●保健センター ☎8-0010  ●診療所　　 ☎8-1121
●診療所歯科　 ☎8-1361  ●保健所支所 ☎8-0880

 平成25年2月分
日付 曜日 行事名 会　　　場 内　　　　　容
1 金 保健センター健康相談の日 保健センター 保健師・栄養士による健康相談会です

4 月 三種混合予防接種・ヒブ予防接種 
小児肺炎球菌予防接種 診療所 乳幼児を対象とした予防接種（ヒブ・肺炎球菌は希望者）

5 火 リハビリ教室　行くばぁ会 保健センター 簡単な手作業などのリハビリ教室

6 水 乳幼児歯科相談 保健センター １才６ヶ月、３才児健診後の歯のフォロー健診

7 木 1才 6ヶ月、3 才児健診 保健センター 診察、視力、聴力、計測、尿検査、育児栄養相談

8 金 あしたば体操 保健センター 転倒予防体操

12 火 リハビリ教室　行くばぁ会 保健センター 簡単な手作業などのリハビリ教室

18 月 日本脳炎予防接種 診療所 幼児を対象とした予防接種

19 火 リハビリ教室　行くばぁ会 保健センター 簡単な手作業などのリハビリ教室

20 水 高齢者健康相談 宮原ゲート場 ゲート場に集う高齢者健康相談

22 金 あしたば体操 保健センター 転倒予防体操

28 木 ６，７ヶ月、９，１０ヶ月児健診 診療所 診察、計測、栄養相談

 平成25年3月分
1 金 保健センター健康相談の日 保健センター 保健師・栄養士による健康相談会です

9～10 眼科専門診療 診療所 眼科専門医による保険診療

11 月 三種混合予防接種・ヒブ予防接種 
小児肺炎球菌予防接種 診療所 乳幼児を対象とした予防接種（ヒブ・肺炎球菌は希望者）

12 火 リハビリ教室　行くばぁ会 保健センター 簡単な手作業などのリハビリ教室
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【
み
ん
な
の
広
場
】

〈
季
節
の
歌
〉

【
村
長
コ
ラ
ム
】

　
　
　
　
　
　

粋い
き

な
計は

か

ら
い

　　

立
春
を
過
ぎ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

政
権
交
代
に
よ
り
、
経
済
の
動
向
も
何
と
な
く
明
る
い
兆き

ざ

し
を
見
せ
て
明
け
た
一
年
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
が
勝
負
の
時
と
な
る
の
で
し
ょ
う
。「
嬉
し
が
ら
せ
て
泣
か
せ
て
消

え
た
。」
と
い
う
古
い
歌
い
文
句
も
あ
り
ま
す
。
糠ぬ

か

喜
び
と
な
ら
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り

で
す
。

　

こ
の
記
事
が
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
頃
は
、
山
々
で
は
鶯

う
ぐ
い
すの

初は
つ
ね音

も
聞
か
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
昨
年
暮
れ
に
、
そ
の
鶯
の
初
音
と
同
じ
よ
う
に
漁
協
の
組
合
長
か
ら
心
温あ

た
た

ま

る
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

話
は
少
し
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
が
、
昨
年
の
夏
休
み
、
神
津
高
校
の
生
徒
た
ち
が
漁
協
市い

ち
ば場

の
後あ

と
か
た
づ
け

片
付
け
や
清
掃
を
し
た
お
礼
に
漁
協
か
ら
十
万
円
い
た
だ
き
、
そ
の
全
額
を
東
日
本
大

震
災
の
被
災
者
に
義
援
金
と
し
て
贈
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。私
は
こ
の
話
を
聞
い
た
時
、「
今

時
の
若
者
に
し
て
は
粋い

き

な
こ
と
を
や
る
も
の
だ
。」
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
小こ

づ
か
い遣

の

欲
し
い
年
頃
で
、
遊
び
盛
り
で
も
あ
る
高
校
生
が
、
稼か

せ

い
だ
金
を
人
の
た
め
に
役
立
て
た
と

い
う
こ
と
に
も
感
心
し
ま
し
た
。

　

神
津
高
校
は
昨
年
、
校
長
も
代
わ
り
、
学
校
を
変へ

ん
か
く革

し
た
い
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
中
で
、
生
徒
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
寄
付
行
為
を
し
た
こ
と
も
弾は

ず

み
を
つ
け
た
の
で
は
な
い

か
と
、
何
か
嬉
し
い
気
持
ち
が
し
ま
し
た
。

　

山
口
校
長
の
発
行
し
て
い
る
「
校
長
の
一ひ

と
り人

言ご
と

」
も
毎
号
楽
し
み
に
拝は

い
ど
く読

し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
記
事
を
地
域
の
人
た
ち
が
読
ん
で
、
も
っ
と
も
っ
と
地
元
の
高
校
を
知
り
、
理

解
を
深
め
て
い
け
ば
自お

の

ず
と
変
革
も
容
易
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

生
徒
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
こ
の
粋
な
計
ら
い
を
し
た
生
徒
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う

に
、
都
民
で
も
あ
る
私
た
ち
村
民
一
人
ひ
と
り
が
、
し
っ
か
り
と
都
立
神
津
高
校
を
支
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ヒガラ  スズメ目  シジュウカラ科  全長１１ｃｍ  留鳥又は標鳥
 撮影日時：平成24年12月1日
 撮影場所：長浜神社

　シジュウカラ科の中では一番小さく、群れで松などの針葉樹を
移動しながら昆虫などを探して食べています。
　神津島には冬に良く見かけますが、年によって渡って来る数に
はばらつきがあるようです。
　今年は、島の北西部の海岸沿いの黒松に多く見かけました。
　写真は長浜神社の境内で地面に落ちた松の実などを拾って食
べている様子です。人をあまり恐れない性質のようで、至近距離
からの撮影でした。　　　　　　　　　　　　　　　桜井　基計
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 ◆地デジ３チャンネル（アナログは２チャンネル）では『自主放送』と
 　『文字放送』を放送しています。
 　・自主放送（島の話題・ニュース等）
　　　　　　　　　　　　　　…平日午後７時30分から
 　　　　　　　　　　　　　　　（再放送は翌日午前７時30分から）
 　・文字放送（相場情報・お知らせ等）
　　　　　　　　　　　　 　…毎日、自主放送放映時間を除く終日
 　・神津島イメージＣＭの放送
　　　　　　　　…毎日、午前９時・正午・午後３時・午後６時から
　　　　　　　　　自主放送の番組前にもＣＭを放送しています。
 ◆自主放送では、皆様からの情報をお待ちしております。
 　番組のリクエストやご意見など、お気軽にご連絡ください。
 　　　　　　　　　　　　　　　　 総務課行政係　☎８－0011　

自主放送からのお知らせ編

集

後

記

　

２
月
に
入
り
、
少
し
ず
つ
日
が
長
く
な
っ
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
桜
の
枝
先

の
蕾
も
少
し
ず
つ
、
そ
し
て
、
確
実
に
膨
ら
ん

で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
蕾
が
最
初
に
花
開
く
の

は
、
神
津
島
の
ど
の
桜
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

満
開
の
桜
。
春
の
訪
れ
が
待
ち
遠
し
い
限
り

で
す
。

編
集
担
当
よ
り

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

27 28 29 30 31 1 2

3 4 5 6 7 8 9

▲

保育園「バザー」
（10：00～12：00）

▲

高校
「３年生学年末考査」

（5日まで）▲

運転免許更新時講習

▲

高校
　「１年生移動教室」

（9日まで）

▲

小学校
　「新１年生一日入学」

▲

中学校
　「授業公開・道徳
　 地区公開講座」

10 11 12 13 14 15 16

▲

神津島村表彰式

▲

確定申告出張相談
（生きがい健康センター

14日まで）

▲
子供家庭支援センター
　「ごっこあそび」

（生きがい）

17 18 19 20 21 22 23

▲

所得税・消費税
　確定申告受付
（村役場3/15まで）

▲

都立高校入試

24 25 26 27 28 1 2

▲

小学校
「６年生太鼓披露」
（8：15～8：30）

▲

中学校
　「学年末考査」

（28日まで）

３月の主な行行事予定 
１ （金） 高校「卒業証書授与式」

平成25年  

建国記念の日

～今月納期の税目～

納期限　２月２８日（木）
税　目　国民健康保険税　第９期
　　　　固定資産税　　　第４期


